
地 域 再 生 計 画 
 
１ 地域再生計画の名称 
 
  こものの水を未来へ 
 
２ 地域再生計画の作成主体の名称 
 
  三重県三重郡菰野町 
 
３ 地域再生計画の区域 
 
  三重県三重郡菰野町の全域 
 
４ 地域再生計画の目標 
 
   菰野町は、三重県の北中部に位置し、人口３９，９３６人（平成１７年

１２月３１日現在）、面積１０６．８９ｋ㎡で、西は鈴鹿山脈を境として滋

賀県甲賀市に、北はいなべ市、東と南は四日市市に接している。地形的に

は、美しくそして峻嶺な鈴鹿山脈を背景に、その山麓には緑の丘陵地や清

冽な渓谷が、眼下には豊かな田園地帯が広がり、そこには、鈴鹿山脈を源

とする三滝川、朝明川をはじめとした河川の清流が注ぎ、これらの河川が

生み出す水辺環境は、子供たちの水遊びなど憩いや安らぎの空間として、

さらには下流域の人々の命の源として潤いを与えてくれる恵まれた自然環

境を有している。 
   ところが近年、都市化の進展や生活様式の変化に伴い、工場・事業所等

からの排水や生活雑排水が河川や排水路などに流入し、水質汚濁が進み、

水辺環境の悪化が懸念されている。 
   水と緑に恵まれている本町にとって、これらの自然環境を次代に継承す

ることは必要不可欠なことである。このため、町では３６箇所の水質検査

を実施するとともに、町の下水道化構想に基づき、平成６年度から公共下

水道事業、農業集落排水事業及び合併処理浄化槽設置に対する補助金交付

事業に取組んでいる。しかしながら、平成１６年度末の汚水処理人口普及

率は６８％となっており、全国平均の７９．４％には達しておらず、町民

からも引き続き、快適で衛生的な生活環境の向上や公共用水域の水質保全

が求められている。町としてもこうした町民の強い要望を踏まえ、町の第



四次総合計画の中に位置づけられている「調和のとれた魅力ある都市空間

の創出」のうち、「潤いある都市景観の形成」の一環として、鈴鹿山脈等の

豊かな緑は、心に安らぎを与えてくれる貴重な自然資源であるとともに、

水源の涵養や保水・防災など多様な役割を担う重要な環境資源ともなって

いることから、クリーン大作戦へのさらなる協働・支援等を通じて町民・

企業の意識の高揚に努める。また、三滝川や朝明川の水辺空間や東海自然

歩道などの整備を進め、これらをネットワーク化することにより、水と緑

を体感できる親水空間の形成を図る。 
   あわせて、「快適な生活環境の向上」に資するよう、人口密度の高い市街

地や集落を公共下水道で、市街地や集落から外れた地区を合併処理浄化槽

で整備することにより、一層の水質浄化対策を推進し、汚濁物質の河川等

への流入の削減や自然浄化作用の活性化を図り、本町がこれまでに培って

きた豊かな水のイメージを大切にしながら、町民が集い、自然とふれあう

ことのできる水辺環境の再生を通じて地域の活性化を目指す。 
 
  （目標１） 汚水処理施設の整備の促進（汚水処理人口普及率を６８％か

ら８０％に向上） 
  （目標２） 河川の水質浄化（町内河川の BOD（生物化学的酸素要求量）

の数値を環境基準値（２㎎／ℓ）以下で維持） 
 
５ 目標を達成するために行う事業 
 
 ５－１ 全体の概要 
 
   公共下水道については、平成２２年度を目途に菰野北部第３処理分区（鵜

川原地区、千種地区）、菰野南部第１・第２処理分区（菰野地区）を含む現

認可区域内の整備を進め、公共下水道認可区域及び農業集落排水事業区域

以外の町内全域については、浄化槽（個人設置型）の整備を進め、地域住

民等との協働によるクリーン大作戦による水辺環境の美化を行いながら、

快適で衛生的な生活環境の向上を図り、三滝川、朝明川をはじめとした河

川や排水路の水質浄化を図るとともに、下流の公共用水域の水質保全に努

める。 
 
 ５－２ 法第４章の特別の措置を適用して行う事業 
 
  汚水処理施設整備交付金を活用する事業 



 
   対象となる事業は、以下のとおり事業開始に係る手続き等を了している。

なお、整備箇所については、別添の整備箇所を示した図面による。 
   ・公共下水道………平成１７年２月に事業計画変更認可 
 
  [事業主体] 
 
   ・いずれも菰野町 
 
  [施設の種類] 
 
   ・公共下水道 
 
   ・浄化槽（個人設置型） 
 
  [事業区域] 
 
   ・公共下水道      菰野北部第３処理分区（鵜川原地区、千種地

区）、菰野南部第１・第２処理分区（菰野地区） 
 
   ・浄化槽（個人設置型） 菰野町全域（ただし、公共下水道認可区域及

び農業集落排水事業区域を除く。） 
 
  [事業期間] 
 
   ・公共下水道      平成１８年度～２２年度 
 
   ・浄化槽（個人設置型） 平成１８年度～２２年度 
 
  [整備量] 
 
   ・公共下水道      管渠 L＝４５，０２５m 
               管径 φ７５～３００㎜ 
 
   ・浄化槽（個人設置型）        ５００基 
 



   なお、各施設による新規の処理人口は以下のとおり 
    公共下水道     菰野北部第３処理分区で   １，０００人 

菰野南部第１・第２処理分区で１，８００人 
    浄化槽（個人設置型）              １，５００人 
 
  [事業費] 
   公共下水道      事 業 費   ３，１１６，０００千円 
              （うち、交付金 １，５５８，０００千円） 
              単独事業費     ４９１，０００千円 
 
   浄化槽（個人設置型） 事 業 費     １９３，９５０千円 
              （うち、交付金    ６４，６５０千円） 
 
   合   計      事 業 費   ３，３０９，９５０千円 
              （うち、交付金 １，６２２，６５０千円） 
              単独事業費     ４９１，０００千円 
 ５－３ その他の事業 
 
  ① 農業集落排水事業 
 
    農業振興地域の集落を対象として、農業用用排水路の水質汚濁や農業

集落の生活環境の改善を図る。（１８年度完了） 
 
  ② クリーン大作戦 
 
    不法投棄を許さないという強い連帯意識の広がりを受けて、毎年、町

区長会の呼びかけに賛同した地区住民や事業所の従業員が、河川等地域

に不法投棄された物を回収する活動である。町もこの活動への協働・支

援を積極的に行っており、河川の清掃活動を通じて水辺環境の美化を図

る。 
 
  ③ 水辺環境を利用した各種イベントの開催 
 
    三滝川は、菰野町都市計画マスタープランにおいても自然環境に配慮

した水辺空間としての整備を推進し、親しみのある景観の形成を図る河

川として位置付けられ、東海自然歩道の整備、ジョギングロードの整備、



いこいの広場の整備等が行われており、毎年度、この親水空間を利用し

て「御在所岳湯の山温泉サマーカーニバル」（渓流プールとして川面を

開放）や「けやきフェスタ」（福祉イベント）といったイベントを行う

ことにより、生き生きと輝いている自分を発見してもらい、人々に潤い

と安らぎを与える。 
 
６ 計画期間 
 
  平成１８年度～２２年度 
 
７ 目標の達成状況に係る評価に関する事項 
 
   ４に示す地域再生計画の目標については、菰野町において計画終了後に

必要な調査を行い、状況を把握するとともに、達成状況の評価、改善すべ

き事項の検討等を行い公表することとする。 
 
８ 地域再生計画の実施に関し当該地方公共団体が必要と認める事項 
 
  該当なし 


